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1. はじめに 

 東日本大震災以降、学校・保育所における防

災教育の実施はきわめて重要視されているが、

その教育方法も含め、まだ広く普及されていな

いのが現状である。特に学校における防災教育

は、子供から保護者へ、さらには地域の人々を

巻き込むことで、防災意識や防災行動が地域へ

拡大していくという点から考えても、今後その

重要性は高まると考えられている。 

 既存の防災教育に関する研究の中で、小舘ら 3）

は、防災教育プログラム開発と防災教育推進を

目的とし、児童・保護者間での意識の相違を明

らかにした。また、目山ら 4）は、学校・家庭・

地域を対象とした防災教育プログラムを実践し、 

PTA を通じた家庭・地域へのアプローチを充実

させる必要があるため、防災授業も親子で受け

るプログラムなどに改善していく必要があると

述べている。 

そこで本研究は、児童が防災教育を受けるこ

とで保護者の意識に変化が見られるのか、また、

小学生から中学生へ成長するに従い、防災に対

する意識に違いが見られるのか把握することで、

児童や生徒、保護者へどのような防災教育が有

効なのかについて考察することを目的とする。  

 

2. アンケート調査の概要 

本研究では、防災教育がもたらす防災意識を

明らかとするためにアンケート調査を実施した。

保護者と児童の関係を分析するため、北海道北

見市立小泉小学校 6 年生とその保護者を調査対

象とした。また、小泉小学校で防災教育を受け

た児童がほぼ全員進学する中学校である北見市

立小泉中学校 1、2 年生を対象に、2015 年 9 月

下旬から 10 月下旬にかけてアンケート調査を実

施した。回収票は 6 年生（96 票）保護者（24

票）、中学校 1、2 年生（合計 210 票）である。

調査項目は個人属性の他、防災教育に関する設

問から構成される。 

 

3. 「川の防災学習会」の内容 

 アンケート調査を実施した小泉小学校では、

平成 20 年度より 4～6 学年を対象として、「川

の環境・防災学習会」を実施している。平成 25

年度からは、6 年生へ「川の防災学習会」とし

て、災害図上訓練(DIG)を取り入れた防災教育を

実施している。 

「川の防災学習会」の内容は以下のとおりで

ある。最初に水害のイメージを共有する目的で、

豪雨の被害状況と特別警報などを、動画や写真

等で確認する。その後、各班に配布した地図を

用い、自分の住んでいる地域の特徴を確認する。

さらに、DIG では、家族が在宅していないケー

スを想定し、災害時の判断について各班で話し

合う。最後には、各班で出された意見を発表し、

災害に対する心構えについてクラスで共有し合

う、という順序で実施している。 

図-1 「川の防災学習会」の様子 

 

4. アンケート調査結果と考察 

4.1 保護者の防災教育に対する意識 

防災教育における保護者意識結果分析の一部

を図-2、図-3 に示す。それぞれ 46％と 36％が、

防災の授業参観や防災行事に参加してみたいと

回答しており、授業参観が多くなっている。 

     
 

 

 

一方、回答者の中には、防災教育を参観して

みたいと回答しているが、防災行事へは参加し

たくない、又はわからないと回答している保護

者も見られる。 

 

 

 

 

キーワード 防災教育 意識調査 
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図-2 授業参観の意識 図-3 行事参加の意識 
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このように回答した  保護者にとっては、防災

授業の「参観」の方が、防災行事の「参加」よ

り行いやすいと感じていることから、より身近

なところから防災に接することが一つの方法で

あると考えられる。今後、防災への取り組みを

容易するアプローチとして、防災教育を「参観」

することからはじめ、地域や学校などで実施さ

れる防災行事に「参加」するという段階を踏む

仕組みの検討が必要である。  

 

4.2 防災教育を受けた児童と保護者の関係 
 児童と保護者の防災に対する意識・行動の違

いにつて把握するため、同じ家庭の親と子のペ

アからなる集団だと仮定できるサンプルデータ

を用い分析を行った。 

図-4 は災害について親子間での会話の有無に

ついての分析を行った結果である。図-4 に示す

とおり、保護者の方が児童より会話があったと

回答した割合が高い値となっている。他の設問

についても同様に、児童と保護者の回答内容の

割合比には違いが見られた。つまり、保護者は

児童と防災等に関して話しているつもりであっ

ても、児童はそれを認識していないか、もしく

は会話の内容について、ギャップが生じている

ことが十分考えられる。 

児童と保護者との防災に対する会話の機会が

存在することは重要であるが、さらにその内容

の共有化を図ることが必要である。そのために

も今後の防災教育実施にあたっては、児童と保

護者共に会話をとおして考える機会を作り、さ

らには会話の内容を認識することで、児童と保

護者間での意識共有がより効果的に図られる方

法を考えることが重要となる。  

 

 
 
 
4.3 小学生と中学生の防災教育に対する意識 

小学生と中学生に実施したアンケート調査の

自由回答を用い、キーワード分析を行った。自

由回答の内容で多く出現したキーワードやその

具体的な内容を、表-１と表-2 に示す。 
児童の最も多かったキーワードは「避難」で

あった。学習会では DIG を実施したことにより、

避難に関する内容が多かったことが理由の一つ

と考えられる。また、「とてもよくわかった」

という回答も多くみられたことより、児童にと

って理解しやすい防災教育の実施が効果的であ

ると考えられる。 

生徒の回答で多かったキーワードは「～した

い」、「～を知りたい」というワードであり、

自分からしたい、知りたいといった自分の意思

が感じられるような回答が多くみられた。以上

より、生徒の知りたいニーズを事前に把握し、

今後の行動に繋がる防災教育メニューを中心と

した防災教育が効果的であると考えられる。 

 自由回答の分析結果より児童と生徒の自由回

答内容より防災教育に対する関心の向きが異な

ることが明らかとなった。今後は考え方や関心

の向きに合わせて、防災教育の内容や進め方を

検討することが必要であると考える。 

 
表-1 児童の多かった自由回答内容とキーワード 

キーワード 具体的な内容 

避難  避難の準備をしておくことが大切

だと思った 

 避難所がわかった 

わかった  とてもよくわかった 

 避難のことがよくわかった 

ハザードマップ  ハザードマップ作りが楽しかった 

 ハザードマップを見たら危険なと

ころがわかった 

表-2 生徒の多かった自由回答内容とキーワード 

キーワード 具体的な内容 

～してほしい、

 したい 

 体験できるようなものをしたい 

 防災教育の回数を増やしてほしい 

防災  防災教育の回数を増やしてほしい 

～を知りたい  災害の時に必要な物を知りたい 

 災害の前兆について知りたい 

 

5. おわりに 

 本研究では、防災に対し保護者も児童と共に

考える機会をつくり、意識の共有が必要である

ことが明らかとなった。また保護者に対する防

災へのアプローチとしては、授業の「参観」か

ら行事の「参加」へと段階を踏むことで、防災

への取り組みが容易になることが明らかとなっ

た。さらに児童生徒に対する防災教育は、理解

しやすい防災知識の教育から、行動に繋がる防

災教育へと、考え方や感じ方に合わせて防災教

育を実施していくことが重要であり、今後とも

より効果的な防災教育の検討が必要であると考

える。 
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図-4 児童と保護者の災害に対する会話の有無  
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